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　遺跡は、福山城から東に約300mの町屋地区です。18世
紀後半〜 19世紀中葉の最盛期には旧河道の軟弱地盤の上
に、多量の土砂・川原石・海揚げ石を投入し、杭を打ち
込んで厚さ3mほど埋め立てて街を造成しています。また、
これらの中には幾枚かの火災層がみられ、最上層は明治元
年（1867）の福山城攻城戦によるものと推定されます。
　遺構は、蔵2棟・桶枠井戸5基・木枠井戸1基・礎石建物1
棟以上・掘立柱建物1棟以上・排水溝5条・礫集中8 ヵ所・
土坑5基・焼土7基・銅鍛冶遺構が出土しています。蔵の
礎石は凝灰角礫岩の切石・割り石を2 〜 3段に積み、礎石
建物の礎石は扁平な自然石を用いています。蔵の屋根は桟

さん

瓦
かわら

葺
ぶき

、もうひとつは板葺 （置き石屋根）です。また、切石
礎石の蔵は2回の建て替えが行われており、1回目は漆喰壁、
2回目は土壁のようです。
　主な遺物は、肥前系陶磁器・瀬戸美濃系陶磁器・越前陶器・
中国産磁器・瓦質火鉢・土師質焜
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炉
ろ

・瓦・管状錘
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管・銭（中国銭、寛永通宝、
箱館通宝）や鉄鍋・五
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鉄
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たがね

・鋏・鎌・釣針・魚突き鉤
かぎ

（マレク）・耳飾り（ニ
ンカリ）などの金属器と鉄滓・銅滓、櫛・下駄・桶樽・漆
椀・建材・船材などの木製品、火打石・砥石・硯などの石
製品、簪

かんざし

・矢の中柄などの骨角製品が出土しています。

松前町福山城下町遺跡

土蔵礎石

朱漆塗片口椀

肥前系陶器鏡

樽と漆塗下駄簪
かんざし
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　平成6（1994）年から5年間、「滝里遺跡群」の調査に携わりました。滝里地区は芦別市の南東部、富良野盆地の西側に接して細長く伸び
る山峡に位置します。山間を流れる空知川の中流域両岸、総延長6㎞程の間に主に縄文時代から続縄文時代の遺跡44 ヵ所が点在しています。

「遺跡群」はその総称です。滝里ダム建設工事に関連して発掘調査が行われ、これらの遺跡は、今はダム湖の底です。発掘調査は平成元年
から始まり、平成10年までの10年間に22遺跡、調査した面積は19万㎡に上ります。旧石器時代から擦文時代に至るまでの遺物が約100万点と、
竪穴住居跡、土壙墓など多数の遺構が発見されました。ちなみに「滝里」の名はダム本体の700m程下流にある「空知大滝」に由来します。
そして「空知」はアイヌ語源です。滝が何筋にも分かれて流れ落ちている様子から、この川を「ソ・ラプチ・ペッ」（滝が・ごちゃごちゃ
落ちている・川）と呼び、それが地名ソラチとなり、やがて広域地名の「空知」となったのです（山田1984）。
　ここで紹介する資料は、平成6・7年度に調査した滝里4遺跡から出土した土器（図1・5）と土製円板です（図3・4）。これらは、縄文時
代早期後半期（今から7,000年ほど前）に編年される条痕文系（じょうこんもんけい）平底土器です。土器は一見すると普通の深鉢ですが、
それぞれに他とは違った“特徴”があります。

　大きな土製円板が底部の代わり？
　図1左の土器は竪穴住居跡（H−4）の壁際から横倒し状態で出土しました。そして土器の内側からは、円形に整形された土器片（土製円
板）も見つかりました（図2）。土器は器高が28㎝、口縁部から胴部下半までほぼ残っていますが、底部を欠いています。また、土製円板は
径11㎝程、胴部の破片を加工したものです。周縁を打ち欠き整形した後、内側の縁を鋭角に研磨し仕上げてあります（図3）。復元した土器
の中に納めてみると、下から4㎝ほどの位置で安定しました（図1右上）。出土状況からみて、この「円板」が底部の役目を果たしていたこ
とはほぼ間違いないと思われます。液体は無理ですが、木の実などの固形物を容れることは可能です。あるいは、私達には想像もつかない
ような使い方をしていたのでしょうか。さらに興味深いことに、同じ住居跡から、一回り小さいものが出土しています（図4）。底とした場
合、これに見合う土器は周辺部にはありませんでした。
　土器片を加工した土製品は、縄文時代早期から晩期まで広く認められます。形態的特徴から“円盤状土製品”、“土製円板（盤）”、“土器
片加工円板”等と呼称されています。ただし、これらの平均的な大きさは径5㎝前後です。滝里4遺跡でも、同規模のものがあります（図6）。
その用途・機能について、側縁部の研磨を使用痕と見なし、木器・骨角器・石器などを「研磨する道具」とみる説があります（丹野2008）。
この点も含め、改めて10㎝前後の円板の断面を観察してみましたが、研磨具である可能性は低いと考えています。繰り返すことになります
が、小型のものとは用途が別とみてよいでしょう。調査から15年以上が経ちましたが、道内において、類例は未だ見つかっていません。

　胴部の2ヵ所に孔が穿たれた土器
　図5の土器は包含層から出土したもので、ほぼ全体が残っていました。高さが28.7㎝、容積は満杯で3.1ℓ、条痕文系平底土器に典型的な
平行沈線による文様があります。実はこの土器、底部から8㎝程上の位置（矢印　赤い部分）と図に表現されない反対側のやや上（2㎝）の
位置の2 ヵ所に小さな孔が穿たれています。大きさは径4mm、穿孔は土器の“焼成前”になされていました。ひび割れを修理した「補修孔」
が別な場所にあり、比較観察するとこれらの「孔」は明らかに違っています。この土器、どのように使っていたのでしょうか。植物の茎や
小枝等を栓にして塞げば液体を貯めることは可能です。仮に孔が「注ぎ口」の役目を果たすとしても、2 ヵ所にあることの説明がつきませ
ん。さらにこの位置では使い勝手が悪いことは否めません。胎土、焼成、文様構成はほかに復元した約100個体の深鉢と変わないことから、
やはり普段使いの土器でしょう。液体に関連した用途とは思いますが、それにしても不思議な土器です。

滝里4遺跡出土の土器・土製品

○芦別市滝里遺跡群の調査から　−滝里4遺跡の不思議な土器−

図1

図3
拓本

図4

図2 図5

↖

補修孔

図6
0 10cm

参考文献	 （財）北海道埋蔵文化財センター	 1995 『滝里遺跡群Ⅴ滝里4遺跡（1）』（北埋調報94）
	 （財）北海道埋蔵文化財センター	 1996 『滝里遺跡群Ⅵ滝里4遺跡（2）』（北埋調報98）
	 丹野雅人	 2008 「土器片加工円板・錘」『総覧縄文土器』（株）アム・プロモーション
	 山田秀三	 1984 『北海道の地名』北海道新聞社

（第2調査部第1調査課長　遠藤　香澄）
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　30年近く発掘調査の仕事をしてくると、こころに残る調査も、両手に余るほど経験しました。当センターの調査の最北端である礼文島の
遺跡群や最東端の根室半島トーサムポロ湖周辺竪穴群などは、地域としても強く印象付けられました。小樽市忍

おしょろ

路土
ど

場
ば

遺跡や千歳市美
び

々
び

8
遺跡・ユカンボシC15遺跡・キウス5遺跡などは、低湿部で木製品が多数出土し、調査方法や木製品・漆工品に大いに胸躍ったものです。また、
調査・整理し報告書を作成する過程では、すぐに解決できない“謎”が現れることもしばしばです。
　例えば1984・85年、チャシやアイヌ墓の調査や多数の金属製品の出土で沸いた、平取町二

に

風
ぶ

谷
だに

遺跡でのことです。ここでは、主にアイヌ
文化期の集落（コタン）の跡を調査しました。柱の跡が点々と見つかって、その配置や炉の跡、遺物の出土状況からアイヌの人たちの家（チ
セ）の跡が12軒ほどわかってきました。コタン跡調査の先駆け的な調査でした。そんな中で見つけた、写真1のように、ゴザ編みの錘石と
鉄製農具の鍬

くわ

先
さき

が同時に出土する状況に出くわしました。チセの跡とは関係なく、道具として使用する上でも、材質的にも両者は何の関係
もありません。錘石だけのまとまりも数箇所ありましたが、錘石と鉄製品がなぜこうやって一緒に出てくるのか、“謎”が残りました。
　その後ユカンボシC15遺跡などでも同じ出土状況を体験しましたが、“謎”は深まるばかり。

　2008年、24年の時を経て、この“謎”が解ける日がやってきました。千歳市祝
しゅく

梅
ばい

川
がわ

上
うえ

田
だ

遺跡でコタン跡を調査していた我々は、またあ
の謎の出土状況と出くわしたのです。鎌や鍬先といった農耕具と錘石が、一緒に出土しています（写真2）。でも今回は違いました。なんと
そこは建物の隅の部分だったのです。つまり、家の隅にこういった道具が置かれていた。石のありかたからすると、ゴザの編み台そのもの
がここに置かれていたのではないかとも想像できます。同じ遺跡の別の建物の隅からは、まさかり形の鉄斧が3本も重なって出てきました。
家の隅に斧が3本立てかけてあった状態でしょう。ここにも錘石がありましたから、錘石と鉄製品の集まりというのは、家の入り口側の隅
が道具置き場だったということの証明だと思います。
　そうやって見てみると、今まで発掘調査で見つかった鉄製品と錘石の集中、あるいは錘石の固まりというのは、家の中である可能性が極
めて高い。そういうことが解かったのです。ということは二風谷の調査をしていた頃は我々が未熟だったのか、わかりにくかったのか、柱
穴を見つけきれていなかったということです。これまで調査したコタン跡を全体的にみてみると、なぜ遺物が点々とあったり、炉のような
焼けた土や灰が出てくるのに家の跡がないんだろうというようなことが、結構ありました。きっと調査中には我々が見つけきれなかった建
物跡というのがあるんだと思います。
　そこで二風谷遺跡の図に、断面を検討して屋内炉といえる焼土や灰、炭化材、鉄製品や錘石とか、見つけた柱穴などをヒントにチセの位
置を図上復元してみると、7軒増え約20軒のコタンの様子がみえてきました。二風谷遺跡は面積の半分以上が水田耕作で削平されてしまっ
ており、残念ながら全体像が見えないのですが、そこにもチセなどがあったでしょうから、通算で40 〜 50軒の建物が幾世代かにわたってあっ
たコタンだといえるでしょう。
　二風谷の辺りは1667年に降った樽前山の火山灰が上を覆っていますので、少なくともそれよりは古いということがわかっています。これ
までの各地の調査で、入り口・作業場・物置の機能を持つ小屋セムが登場するのは、17世紀ぐらいと見られますから、セムが付くチセが急
速に発展する頃、二風谷コタンも全盛期だったといえるでしょう。写真1の道具類もセムの隅に置かれていたものと考えられます。特に農
耕具がセムにあることに意味があります。
　セムが登場するのは農耕に関係するんじゃないかという説があります。セムは土間で、そこに道具が置かれ脱穀作業なんかもできるので、
セムが造られたのは生活における農業が確立されてきたからではと考えたのです。図3は19世紀の初めくらいに記録された『蝦夷生計図説』
という書物にある図ですが、セムで臼

うす

と杵
きね

を使って脱穀作業している様子が示されています。横には箕
み

が置かれています。農業の確立とコ
タンの繁栄。大いに肯けるのではないでしょうか。そういった意味では、アイヌ文化期の畑跡を調査したキウス5遺跡も忘れられない遺跡
のひとつです。
　ひとつの謎が解けても、まだまだ未解明の課題が出てきます。今まで調査した遺跡を、見直して再検討しなければいけないこともありま
す。また新しくこうしたコタンの跡が発掘調査で見つかることもあるかも知れません。これからもコツコツと、“謎”に挑戦しつつ地道な
仕事を続けていきたいと思っています。

○錘石と鉄製農耕具の謎

写真1 写真2 図3

参考文献	 （財）北海道埋蔵文化財センター	 1986 『ユオイチャシ跡・ポロモイチャシ跡・二風谷遺跡』（北埋調報26）
		  2000 『千歳市ユカンボシC15遺跡（3）』（北埋調報146）
		  2009 『調査年報21』
	 秦檍丸	 1823 『蝦夷生計図説』　〔1990　北海道出版企画センター〕

（第1調査部第2調査課長　三浦　正人）
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　岩見沢市野々沢C遺跡は昭和58年と60年に調査が行われた。第1回目は畑斜面の調査で縄文時代晩期が主体であった。第2回目の調査は市
道の調査と南側の湧水池周囲の畑斜面であった。
　第2回目の調査、市道の表土除去を重機で行っている時に立会していた佐藤和雄調査員が掘り込み跡と繋ぎの板を検出した。これが後に
木製水道管発見の新聞報道となった。まず、この水道跡が埋蔵文化財に相当するや否やの問い合わせが北海道教育委員会に送られ、埋蔵文
化財であるとの判断がなされた。
　出土した水道跡の概要は、市道に幅0.7 〜 1.2m、深さ1.2 〜 2m、底面は標高約31mを保つように溝状に掘り込まれている。木製の管を使用し、
南北方向に全長80m、21本が検出され、さらに南北両側に続くことが確認されている。管の外形は原
木に制約されており長さ・高さ・幅は一定しない。これらは調査区東側を南から北に流れる「市

いち

来
き

知
しり

川」
の河岸段丘上の縁に沿って地表から溝状に掘り込み、標高31mに敷設されている。調査範囲内は段丘
下で標高31.4m、上で32.4 〜 33.4m、川面で28mである（写真1）。
　木製の管は丸太材を四角く角材に成形し蓋になる部分を切り取り、中を四角く溝状に抉り、断面が
凵字状の樋にした後、蓋を被せ1本の管を造る。蓋は犬釘を使用して留めている。1本の長さは約3.5m
〜約5m、管の内径は幅16 〜 18㎝×深さ12 〜 16㎝の四角で断面の平均は271㎠である。
　管同士の継手に厚さ約20㎝、高さ40㎝、幅約75㎝の厚手の板を使用し、中央を四角く刳り抜き前述
の木製の菅を両面に差し入れ継手としている（図1）。
　この水道跡が出土したため調査期間が延長されたが、次に調査を行う予定の遺跡については調査員
が野々沢C遺跡と砂川市焼山遺跡に分散し、調査計画は変更せずに予定通り調査が行われた。そのた
め当時、道教委文化課にいらした故木村尚俊氏（後に当センター常務理事）に応援に来て頂き、指導を受けた。

　出土した水道について
　この水道を何時どの様な経緯で作ったのかであるが、これに関係すると思われる2種の記録が残されている。
　1は明治19年（1886年）、札幌県勧業課岩見沢派出所が中川源左衛門に請け負わせて、市来知川河口より二キロ上流を堰止め、土管を使って
六キロ余りを導水した。これが『開拓水道』といわれるもので、萱野 - 元町に「構造は水源四百間（約700m）は木管にして以下四千間余（約7㎞）
は同村製の瓦管なりという」『北海道毎日新聞』明治21年（1888年）1月19日記事であるが、通水せず失敗したとの記録が岩見沢市史に残され
ている。堰の場所はちょうど調査区南側50 〜 100mの位置に当たり、地権者の話から堰の跡の様なものが残っていたとの証言を得ている。
　2は明治26年、空知集治監孫別外役所から150m離れた南側の湧水池から「簡易水道」が敷設されたとの記録が『三笠山大観』（細井末夫著、
由良新聞店刊行部昭和14年）に残されている。空知集治監は明治15年（1882年）に市来知（現三笠市）に設置され、明治34（1901年）年に
廃監している。ここでは明治21年（1888年）に鋳鉄管を敷設し簡易水道を完成している。樺戸集治監や釧路集治監網走分館などで木製水道
管を使用した簡易水道が敷設されている。空知集治監孫別外役所調査区南隣の湧水池から長さ150mの「簡易水道」が敷設されたとしても
不思議ではない。この湧水池からは発掘調査後、代替えの水源を造るため湧水池を浚

さら

った時に円筒形の水道管が出土している。この管は長
さ3.6m、断面は20×22㎝の楕円形を呈し、調査で出土した管と同様に蓋部分を切り取り中を溝状に抉

えぐ

り取った後に蓋を被
かぶ

せ釘で止めている。
管の内径は約7㎝の四角である。
　以上のことから湧水池を浚

さら

った時に出土した円筒形の水道管の断面積は49㎠であり、調査区内で出土したものより内径が1/4と小さく取
水用としてはバランスが悪い。明治21年には既に『開拓水道』が敷設され、空知集治監孫別外役所が明治26年に敷地を均平化して設置され
たことや「三笠山大観」に「飲料水は約百間南の湧水池より引く」と記録にあるように「簡易水道」が発掘調査で出土した水道施設とは別
に敷設されたものであろう。
　図2は、周辺の地形に「空知集治監孫別外役所」を重ね合わせたものである。囚人は開墾や道路工事に従事したと記録されている。北側
に作業道が続いている。
　発掘調査で出土した水道跡は札幌県勧業課岩見沢派出所が作らせた『開拓水道』と考えられる。この水道の水は後年「亜麻会社」に使用
されていた。

（第1調査部第4調査課主査　谷島　由貴）

○岩見沢市野々沢C遺跡で出土した近代の水道跡

図1… 調査で出土した木製管を使用した
… 水道施設の見取り図

参考文献 （財）北海道埋蔵文化財センター 1986 『岩見沢市野々沢C遺跡』（北埋調報28）
 細井末夫 1939 「市来知川史話」『三笠山大観』（由良新聞店刊行部）
 岩見沢市編纂委員会 1963 『岩見沢市史』岩見沢市

図2 写真1

水道跡
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○平成23年度の発掘調査予定

　編集・発行／財団法人　北海道埋蔵文化財センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年3月31日発行
　〒069−0832　 北海道江別市西野幌685番地1　 TEL 011−386−3231 　FAX 011−386−3238
　E-mail   : mail@domaibun.or.jp       URL   http://www.domaibun.or.jp/

◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○平成23年度の祝日・月曜開館日
4月29日（木）昭和の日、 5月2日（月）、 5月3日（火）憲法記念日、
5月4日（水）みどりの日、 5月5日（木）こどもの日、 9月19日（月）敬老の日、 
9月23日（金）秋分の日、 10月10日（月）体育の日、 11月3日（水）文化の日
○平成23年度の臨時休館日
10月11日（火）、 11月4日（金）、 12月27日（火）、 12月28日（水）、
3月22日（木）、 3月23日（金）、 3月27日（火）、 3月28日（水）、 3月29日（木）

旭川

函館

札幌 根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群

北斗市 茂辺地４遺跡
 押上1遺跡
 当別川左岸遺跡

下川町 北町J遺跡

平成22年度発掘調査

平成23年度発掘調査

平成22・23年度発掘調査

苫小牧市 美沢16遺跡

富良野市 中五区1遺跡
 中五区2遺跡
 中五区3遺跡

福島町 館崎遺跡

木古内町 大平1遺跡
大平4遺跡
蛇内2遺跡
木古内1遺跡
木古内2遺跡
釜谷８遺跡
札苅５遺跡
札苅６遺跡

森町 森川６遺跡松前町 福山城下町遺跡

長沼町 幌内D遺跡
 南六号川左岸遺跡

江別市 対雁２遺跡

更別村 香川遺跡

事  業  者 事  業  名 市町村 遺跡名 調査予定面積（㎡）

国土交通省北海道開発局

札幌開発建設部

一般国道337号 千 歳 市 キ ウ ス 5 ほ か 整理作業
対雁地区築堤整備事業 江 別 市 対 雁 2 2,040 

一般国道337号泉郷道路工事 長 沼 町 幌 内 D 3,440 
南六号川左岸 2,150 

函館開発建設部 函館江差自動車道

北 斗 市 館 野 整理作業
当 別 川 左 岸 4,264 

木古内町
釜 谷 8 7,622 
札 苅 5 3,393 
札 苅 6 2,758 

旭川開発建設部

サンルダム建設事業 下 川 町 北 町 J 2,750 

旭川十勝道路富良野道路 富良野市
中 五 区 1 80 
中 五 区 2 64 
中 五 区 3 180 

網走開発建設部 旭川紋別自動車道遠軽地区 遠 軽 町 白 滝 遺 跡 群 整理作業
帯広開発建設部 帯広広尾自動車道中札内大樹道路 更 別 村 香 川 600 

（小計） 29,341 

（独）鉄道建設・支援機構 北海道新幹線建設局 北海道新幹線建設事業

北 斗 市 押 上 1 2,008 
福 島 町 館 崎 450 

木古内町
木 古 内 1 4,304 
木 古 内 2 330 
大 平 1 1,875 

（小計） 8,967 

北海道

函館建設管理部 町道朝日豊岡線改良工事（代行事業） 松 前 町 福 山 城 下 町 整理作業
釧路建設管理部事業課 道道鶴居弟子屈線改良工事 鶴 居 村 下 幌 呂 1 整理作業
釧路建設管理部中標津出張所 根室半島線地方特定工事 根 室 市 トーサムポロ湖周辺竪穴群 2,364 

（小計） 2,364 
合　　計 40,672 


